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昭
和
四
十
九
年
度
の
予
算
は
、
先
月
十
四
日
、
九
日
間
の

審
議
経
過
を
経
て
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
成
立
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
が
九
億
八
千
七
百
万
円
、
国
保
の
事
業
会
計
ほ

か
五
つ
の
特
別
会
計
が
二
億
八
千
五
百
一
万
二
千
円
で
、
一

般
・
特
別
会
計
の
合
計
は
、
十
二
億
七
千
二
百
一
万
二
千
円

と
い
う
大
規
模
な
も
の
と
な
り
、
す
で
に
四
月
一
日
か
ら
執

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
全
体
予
算
の
前
年
度
当
初
と
の
比
較

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

は
、
十
七
・
八
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
ぴ
率
、
注
目
さ
れ
る
と

こ
ろ
は
、
総
合
開
発
計
画
の
第
二
次
五
か
年
計
画
の
初
年
度

と
な
り
、
そ
の
審
議
結
果
を
も
う
ら
し
、
計
画
的
行
財
政
が

再
度
ス
タ
」
ト
し
た
こ
と
、
特
別
会
計
の
う
ち
、
水
道
会
計

が
一
部
企
業
会
計
と
し
て
発
足
を
み
た
こ
と
な
ど
で
す
。

　
今
回
は
、
町
長
の
施
政
方
針
を
中
心
に
、
成
立
さ
れ
た
予

算
の
全
ぼ
う
に
つ
い
て
を
特
集
と
し
て
み
ま
し
た
。

経
済
の
転
換
期

ま
よ
わ
ず
敢
然
と
対
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
長
の
施
政
方
針

齢
雛
　
議
会
で
方
針
を
述
べ
る
根
津
町
長

　
経
済
情
勢
の
激
変
は
、
い
た
ず
ら
に
住
民
の
生
活
不
安
を

ひ
き
お
こ
し
、
行
財
政
運
営
の
う
え
で
も
大
き
な
障
害
と
な

っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
国
に
お
い
て
は
、
総
需
要
抑
制
を
前
面
に
打
ち
出
し
、
こ

の
変
動
期
の
解
決
策
と
し
て
、
一
、
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的

な
運
用
、
二
、
生
活
安
定
、
福
祉
の
充
実
、
三
、
弾
力
的
、
機
動

的
運
用
の
三
つ
を
大
き
な
柱
と
し
て
予
算
が
組
ま
れ
て
い
ま

す
。　
一
方
、
県
に
あ
っ
て
も
、
国
に
歩
調
を
そ
ろ
え
、
危
機
に

対
応
し
た
県
民
福
祉
の
充
実
や
、
生
活
関
連
、
社
会
資
本
の

整
備
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
福
祉
立
県
を
強
調
し
た
予
算
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、
町
と
し
て
も
そ
う
し
た
緊
縮
財
源
を
頭
に
お
き

な
が
ら
、
反
面
山
間
豪
雪
地
域
の
後
進
性
脱
却
を
ね
ら
い
と

し
、
圧
縮
さ
れ
た
中
に
も
最
大
限
効
率
的
な
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。
総
合
開
発
計
画
の
第
一
次
五
か
年
計
画
は
四
十
八

年
度
を
も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
初
計

画
以
上
の
成
果
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
、
行
財
政
の
調
和
と

高
能
率
化
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
　
一
応
の
基
盤
が
完
成
し

た
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
町
政
の
計
画
的
な
執
行
の
た
め
に
、
引
続
い
て
第
二
次
五

か
年
計
画
の
諮
問
を
し
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
予
算
案
の
各

種
事
業
は
、
審
議
会
の
結
果
に
基
づ
い
て
盛
り
こ
ん
だ
も
の

で
す
。

　
経
済
の
大
き
な
転
換
期
に
あ
た
っ
て
は
、
冷
静
に
、
ま
よ

わ
ず
、
屈
せ
ず
、
英
断
を
も
っ
て
豊
か
な
町
づ
く
り
に
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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均
整
と
調
和
の
と
れ
た
町
政
へ

七
項
目
を
大
き
な
指
針

　
一
般
会
計
は
、
九
億
八
千
七
百
万
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
一
億
九
千
七
百
万

円
の
増
と
な
り
、
伸
ぴ
率
は
二
十
四
・

九
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

　
新
年
度
は
、
第
二
次
構
造
改
善
事
業

費
｝
億
円
を
当
初
か
ら
見
積
っ
た
た
め

規
模
が
ふ
く
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
除

い
た
場
合
は
、
約
十
三
パ
！
セ
ン
ト
の

伸
ぴ
に
と
ど
ま
り
、
抑
制
予
算
を
あ
ら

わ
し
て
い
ま
す
。

　
国
県
の
大
き
な
施
策
を
そ
し
ゃ
く
し

な
が
ら
、
き
め
細
か
な
独
自
の
政
策
に

よ
り
、
地
域
住
民
の
繁
栄
と
福
祉
の
充

実
を
推
進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

均
整
と
調
和
の
と
れ
た
町
政
実
現
の
た

め
に
、
次
の
七
項
目
を
大
き
な
指
針
と

し
て
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

一
、

二
、

三
、五四、　　 、七六

明
る
い
、
健
康
と
福
祉
の
充
実

教
育
文
化
の
向
上

産
業
基
盤
の
確
立
と
農
村
生
活
環

境
の
整
備

道
路
整
備
と
豪
雪
対
策
の
推
進

中
小
企
業
の
振
興
と
交
通
安
全
対

策過
疎
対
策
と
観
光
の
開
発

広
域
行
政
の
推
進
と
防
災
態
勢
の

確
立

多
く
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
が
、
今
後
は

助
産
婦
の
後
継
者
も
考
え
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
四
月
か
ら
は
、
老
人
、
乳
児
、
妊
産

婦
の
医
療
費
が
無
料
と
な
り
、
町
費
に

お
い
て
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

　
ま
た
、
老
人
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

手
軽
な
内
職
を
あ
っ
旋
、
指
導
す
る
た

め
、
総
合
セ
ン
タ
ー
の
分
館
（
消
防
分

遣
所
横
）
を
造
り
ま
し
た
。

　
保
育
関
係
は
、
七
つ
の
保
育
所
と
一

つ
の
幼
稚
園
に
よ
り
、
保
育
率
五
十
パ

ー
セ
ン
ト
と
、
県
下
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
施
設

の
充
実
を
考
え
、
幼
稚
園
舎
の
建
設
も

年
次
的
に
計
画
し
て
い
ま
す
。

町
民
体
育
館
建
設
は

　
　
　
　
　
　
積
立
金
を

準
備

除
雪
可
能
路
線
を

さ
ら
に
延
長

㌧．瓢門

　敬老会のひ

儒
ミ
、
口
巴
、
、
、
、
、
閣
ー
…
、
睡
鞠
ミ
、
、
隔
聰
、
ミ
、
8

〃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

』
指
針
の
要
点
…

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

／
o
亀
、
ミ
ミ
鞠
贈
ミ
、
、
、
隔
O
、
ミ
ミ
聰
鞠
ミ
、
ミ
ロ
』
一

老
人
な
ど
に

あ
た
た
か
い
手
を

　
最
も
大
き
な
ウ
ェ
ー
ト
を
し
め
て
い

る
の
が
、
教
育
関
係
予
算
で
す
。
中
仙

田
小
、
仙
田
小
、
赤
岩
小
三
校
の
統
合

に
と
も
な
う
統
合
後
の
屋
体
建
築
工
事

を
は
じ
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
購
入
、

白
倉
小
の
百
周
年
記
念
事
業
、
川
西
中

の
グ
ラ
ン
ド
造
成
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
高
校
の
分
校
が
四
月
か
ら
開
校
さ
れ

ま
す
が
、
当
分
は
現
在
の
幼
稚
園
舎
を

利
用
し
、
五
十
一
年
頃
に
は
独
立
校
と

な
る
よ
う
運
動
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
従
っ
て
、
幼
稚
園
は
千
手
小
学
校

に
移
転
し
、
園
舎
の
建
設
は
五
十
年
頃

を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
の
体
育
協
会
な
ど
か
ら
要

望
の
強
い
町
民
体
育
館
の
建
設
は
、
積

立
て
金
を
し
て
準
備
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
人
づ
く
り
、
町
づ
く
り
の
も
と
は
健

康
で
す
。

　
幼
児
、
乳
児
、
老
人
、
病
身
者
な
ど

は
、
社
会
の
責
任
に
お
い
て
守
る
べ
き

で
あ
り
、
国
や
県
の
施
策
と
タ
イ
ァ
ッ

プ
し
な
が
ら
、
き
め
細
か
く
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
健
康
管
理
に
重
点
を
置
い
て
、
予
防

検
診
な
ど
検
診
の
徹
底
を
は
か
る
た
め

費
用
を
増
額
し
ま
し
た
。

　
環
境
衛
生
は
、
十
日
町
市
と
の
衛
生

施
設
組
合
の
中
で
、
ゴ
ミ
焼
却
炉
の
建

設
、
ゴ
ミ
捨
て
場
へ
の
道
路
整
備
、
火

葬
場
、
し
尿
処
理
な
ど
の
充
実
を
考
え

て
い
ま
す
。

　
母
子
セ
ン
タ
ー
は
、
常
に
利
用
者
が

二
次
構
・
ほ
場
整

備
を
重
点
に

　
第
二
次
構
造
改
善
事
業
の
費
用
を
当

初
に
計
上
し
た
こ
と
で
、
産
業
関
係
の

予
算
は
、
　
一
億
七
千
八
百
四
十
八
万
六

千
円
の
多
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
休
耕
奨
励
金
も
四
十
九
年
度
か
ら
は

通
年
施
行
部
分
と
、
転
作
分
の
み
支
払

わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
他
の
部

分
は
で
き
る
だ
け
水
田
復
旧
が
望
ま
れ

ま
す
。

　
二
次
構
、
ほ
場
整
備
と
も
、
要
求
ど

お
り
の
予
算
付
け
が
む
ず
か
し
い
面
も

活躍するライスセンターあ
る
よ
う
で
す
が
、
今
後
の
政
治
運
動

に
よ
り
、
予
定
通
り
の
事
業
を
確
保
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
新
年
度
も
、
小
規
模
上
地
改
良
費
の

　
土
木
費
は
、
　
一
億
三
千
八
百
七
十
三

万
二
千
円
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
町
道
は
、
前
年
に
引
続
き
除
雪
可
能

道
路
を
延
長
し
た
い
と
考
え
、
改
良
十

路
線
、
舗
装
八
路
線
を
計
画
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
の
経
済
情
勢
に
よ
っ
て
は

変
更
部
分
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
町
道
の
総
延
長
は
、
二
十
四
万

一
千
九
百
メ
ー
ト
ル
で
す
が
、
新
年
度

に
計
画
し
て
い
る
改
良
三
千
二
百
六
十

五
メ
ー
ト
ル
が
完
成
す
る
と
、
改
良
率

は
全
体
の
十
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
舗

装
は
、
三
千
七
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
計

パワーアップの除雪態勢

助
成
、
林
道
の
継
続
開
削
、
養
蚕
振
興

畜
産
振
興
な
ど
に
力
を
入
れ
た
い
と
念

じ
て
い
ま
す
。

　
国
土
調
査
は
、
五
十
二
年
に
は
全
町

を
完
了
し
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
が

四
十
八
年
度
が
終
了
し
て
、
全
体
の
八

十
パ
ー
セ
ン
ト
の
測
量
が
完
成
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

画
し
て
、
約
○
・
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
の

舗
装
率
と
な
り
ま
す
。

　
県
道
は
、
町
内
に
四
本
あ
り
総
延
長

は
、
四
万
七
百
八
十
七
メ
ー
ト
ル
と
な

っ
て
い
ま
す
。
四
十
九
年
度
の
要
望
が

そ
っ
く
り
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
改
良

率
が
約
四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
舗
装
率

は
七
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
二
五
二
号
線
は
、
本
年

秋
ま
で
に
町
内
分
は
完
通
す
る
予
定
で

あ
り
、
開
通
式
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
河
川
の
関
係
で
は
、
沖
立
の
本
堤
が

完
成
予
定
で
あ
り
、
小
根
岸
、
木
落
間

の
本
堤
へ
の
か
さ
あ
げ
も
、
用
地
買
収

が
済
み
近
く
着
工
の
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
小
海
川
下
流
に
つ
い
て
は
、

建
設
省
の
直
轄
工
事
と
し
て
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
災
害
復
旧
費
は
、
四
千
五
百
四
十
九

万
七
千
円
で
す
が
、
大
半
は
国
庫
災
害

復
旧
分
で
あ
り
、
室
島
・
中
屋
敷
外
十

件
を
見
込
み
ま
し
た
。

商
工
会
へ
の

補
助
金
を
ア
ッ
プ

　
商
工
会
へ
の
補
助
金
を
前
年
よ
り
増

額
し
、
商
工
業
の
振
興
の
一
助
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
地
方
産
業
育
成
資
金
貸
付
け
に
つ
い

て
も
、
引
続
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
効
果
的
な
利
用
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
　
交
通
安
全
対
策
は
、
前
年
比
八
十
パ

ー
セ
ン
ト
の
増
額
で
安
全
指
導
の
強
化

や
、
施
設
の
充
実
な
ど
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。

　
死
亡
事
故
ゼ
ロ
の
日
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
六
百
日
、
七
百
日
と
記
録
を
更

新
し
て
ほ
し
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
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住みよい町づくりを

　
あ　
も
っ
と
も
人
自
が
多
か

っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五

年
の
、
一
万
七
千
九
百
七

十
九
人
で
し
た
が
、
四
十

五
年
に
は
、
一
万
九
百
七

十
五
人
で
三
十
九
パ
ー
セ

ン
ト
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
社
会
情
勢
の
変
革

は
、
挙
家
離
村
を
生
み
出

し
、
過
疎
化
現
象
を
大
き

く
し
ま
し
た
が
、
行
政
の

力
に
よ
る
過
疎
の
完
全
防

止
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

あ
り
、
希
望
者
も
多
い
の
で
、
こ
う
し

た
も
の
を
さ
ら
に
造
成
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
工
場
の
誘
致
に
つ
い
て
も
、
地
元
、

工
場
、
町
が
一
体
と
な
っ
て
今
後
も
検

分
遣
所
業
務

　
　
さ
ら
に
充
実

　
四
十
八
年
度
で
津
南
町
に
あ
る
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま
す
。
ま
た

十
日
町
に
あ
る
と
畜
場
も
施
設
が
充
実

し
ま
し
た
。
町
も
そ
れ
ぞ
れ
負
担
し
て

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
消
防
の
関
係
で
は
、
新
年
度
に
は
本

署
が
完
成
し
ま
す
し
、
川
西
分
遣
所
で

は
、
職
員
二
名
の
増
を
は
か
り
、
救
急

業
務
な
ど
も
さ
ら
に
充
実
し
ま
す
。

討
し
た
い
こ
と
で
す
。

　
観
光
面
で
は
、
既
設
の
園
地
な
ど
の

整
備
、
管
理
を
中
心
に
計
上
し
、
野
口

白
倉
の
観
光
道
路
の
白
倉
側
千
メ
ー
ト

ル
の
舗
装
工
事
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
町
は
、
残
る
人
た
ち
の
生
活
を
守
る

こ
と
を
第
一
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
山
紫
水
明
な
こ
の
地
を
守
り
、
住

み
良
い
環
境
を
つ
く
り
出
す
な
ら
ば
、

ユ
ー
タ
ー
ン
現
象
も
あ
ら
わ
れ
る
も
の

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
高
倉
の
保
養
地
、
松
葉
平
も
好
評
で

＝
一
コ
一
＝
｝
＝
＝
＝
曹
＝
＝
＝
＝
一
＝
　
＝
＝
一
二
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
｝
＝
＝
＝
＝
＝
　
＝
＝
＝
＝
＝

入
…
ほ
ぼ
半
分
を
交
付
税
に
依
存

歳
…

》
緊
急
に
備
え
て
．
σ
．
．

　
歳
入
総
額
九
億
八
千
七
百
万
円
の
内

訳
は
、
地
方
交
付
税
が
前
年
度
よ
り
二

十
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
で
四
億
一
千

七
百
万
円
、
町
税
は
、
十
四
・
七
三
パ

ー
セ
ン
ト
増
で
一
億
四
千
五
百
四
十
五

・
万
円
、
こ
れ
は
、
い
ず
れ
の
税
も
現
行

の
税
率
を
据
置
き
に
よ
り
算
定
し
た
結

果
で
す
。

　
国
県
の
支
出
金
が
、
二
億
四
千
五
十

六
万
四
千
円
、
こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
特
定

事
業
に
付
随
し
た
、
ひ
も
つ
き
の
金
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
町
債
が
一
億
一
千
五
百
万

円
、
な
ど
を
中
心
的
な
財
源
と
し
て
編

成
し
た
も
の
で
す
。

歳入の構成

地方交付税

41π000干円

　　　　その他

　　　　90，440
　　　　　　干円
国庫支出金

98兀000稠

　109，555干円

町債

115∞0干円

町税

県支出金

109，555干円

145，450千円

予
算
の

　
主
な
使
い
み
ち

〔
総
務
費
〕

　
●
町
営
住
宅
修
繕
二
十
万
、
●
仙

田
開
発
協
議
会
補
助
三
十
万
、
●
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
購
入
三
十
三
万
、
道
路

標
識
材
料
八
万
、
街
路
灯
設
置
十
四

万
な
ど
交
通
対
策
費
二
百
八
万
、
●

工
場
誘
致
部
落
補
助
十
万
な
ど
過
疎

対
策
費
五
十
八
万
、
●
総
合
福
祉
セ

ン
タ
i
（
津
南
）
負
担
金
五
十
一
万

六
千
な
ど
広
域
市
町
村
圏
事
業
費
四

百
三
十
二
万
六
千
、
●
分
室
取
り
こ

わ
し
三
十
二
万
八
千
、
●
セ
ン
タ
i

備
品
購
入
三
百
万
、
●
県
知
事
選
挙

費
百
七
万
六
千
、
●
参
議
員
選
挙
費

百
六
十
万
三
千
、
●
町
税
等
納
期
前

納
付
奨
励
金
二
百
十
三
万
、
●
納
税

組
合
事
務
交
付
金
百
十
五
万
。

　
　
　
　
　
＼

〔
民
生
費
〕

　
●
重
度
身
障
児
扶
養
手
当
七
万
、

●
重
度
身
障
者
医
療
扶
助
十
万
八
千

●
高
齢
者
慰
問
品
代
一
万
、
●
老
人

作
品
展
な
ど
賞
品
代
五
万
、
●
老
人

ク
ラ
ブ
運
営
補
助
八
十
六
万
、
●
敬

老
祝
金
八
十
六
万
、
寝
た
き
り
老
人

見
舞
金
三
十
六
万
な
ど
老
人
福
祉
費

二
千
七
百
六
十
万
一
千
。

〔
衛
生
費
〕

　
●
へ
き
地
看
護
士
育
成
二
十
万
四

千
、
●
予
防
接
種
六
十
九
万
、
循
還

器
及
ぴ
結
核
検
診
四
十
一
万
四
千
、

へ
き
地
医
薬
品
代
二
十
万
九
千
、
子

宮
ガ
ン
検
診
十
八
万
、
胃
ガ
ン
検
診

五
十
六
万
、
へ
き
地
冬
季
巡
回
診
療

委
託
五
十
万
四
千
な
ど
予
防
費
七
百

五
十
九
万
、
●
十
日
町
市
川
西
町
衛

生
施
設
組
合
負
担
金
一
千
八
百
九
十

四
万
二
千
、
下
水
溝
整
備
補
助
金
四

十
万
な
ど
環
境
衛
生
費
二
千
三
百
十

七
万
二
千
、
●
妊
婦
検
診
＋
六
万
四

千
、
乳
幼
児
検
診
三
十
九
万
六
千
な

ど
母
子
衛
生
費
百
五
十
・
九
万
二
千
、

●
誕
生
証
書
四
万
九
千
な
ど
母
子
セ

ン
タ
ー
費
四
百
三
十
五
万
二
千
。

〔
農
林
水
産
業
費
〕

　
●
出
稼
者
帰
省
バ
ス
助
成
十
万
ほ

か
農
業
委
員
会
費
二
百
二
十
二
万
七

千
、
●
水
稲
共
同
育
苗
補
助
三
十
万

●
た
ば
こ
耕
作
組
合
補
助
十
五
万
、

●
山
菜
加
工
槽
補
助
十
万
、
●
大
豆

生
産
奨
励
金
二
十
五
万
、
●
優
良
素

畜
導
入
補
助
三
十
万
、
畜
産
組
合
補

助
五
万
、
養
豚
振
興
協
議
会
補
助
五

万
な
ど
畜
産
業
費
百
五
十
八
万
、
●

基
盤
整
備
事
業
補
助
一
千
万
、
●
小

規
模
土
地
改
良
事
業
補
助
三
百
万
、

●
休
耕
田
復
旧
補
助
二
十
万
、
●
桑

園
改
植
等
補
助
三
十
万
、
●
養
蚕
近

代
化
事
業
補
助
十
一
万
、
●
二
次
構

生
産
組
織
育
成
補
助
（
第
二
・
三
地

区
）
十
五
万
六
千
、
近
代
化
施
設
整

備
事
業
補
助
（
鶴
吉
、
高
坪
、
伊
友

南
部
、
下
島
生
産
組
合
、
上
野
機
械

施
設
利
用
組
合
、
千
手
養
豚
団
地
、

上
野
養
豚
団
地
組
合
な
ど
）
九
千
八

十
四
万
二
千
な
ど
構
造
改
善
事
業
推

進
費
一
億
百
十
五
万
五
千
、
●
林
道

開
設
工
事
（
継
続
）
一
千
二
百
六
十

万
、
●
錦
鯉
組
合
補
助
十
五
万
。

〔
商
工
費
〕

　
●
商
工
会
補
助
百
六
十
万
、
●
育

成
資
金
貸
付
金
四
百
万
、
●
二
六
公

園
整
備
二
百
八
十
万
、
●
節
黒
城
跡

整
備
等
百
二
十
四
万
。

〔
土
木
費
〕

　
●
町
道
改
良
舗
装
工
事
（
山
手
線

外
十
七
路
線
）
六
千
八
百
八
十
万
、

同
用
地
購
入
四
百
六
十
万
、
同
工
事

補
償
料
六
百
三
十
万
、
仙
田
町
道
舗

装
原
材
料
二
百
万
な
ど
道
路
新
設
改

良
費
八
千
八
百
七
十
八
万
一
千
、
●

除
雪
機
械
借
上
料
百
万
ほ
か
雪
害
対

策
費
一
千
六
十
三
万
九
千
、
●
河
川

改
良
工
事
三
百
万
ほ
か
河
川
費
三
百

六
十
七
万
六
千
。

〔
消
防
費
〕

　
●
常
設
消
防
二
千
百
四
十
六
万
四

千
、
●
消
防
施
設
八
百
三
十
万
五
千

●
庁
舎
建
設
六
百
七
十
三
万
七
千
、

●
消
防
団
関
係
一
千
六
十
一
万
な
ど

広
域
消
防
費
四
千
九
百
万
七
千
。

〔
教
育
費
〕

　
●
校
舎
整
備
改
修
（
高
校
分
校
）

六
百
万
、
●
小
学
校
用
ス
ク
ー
ル
バ

ス
購
入
三
百
三
十
万
、
●
同
統
合
学

校
施
設
整
備
六
十
万
、
●
白
倉
小
百

周
年
一
千
万
、
●
仙
田
小
屋
体
建
設

白
倉
小
プ
ー
ル
建
設
、
仙
田
小
グ
ラ

ン
ド
整
地
、
上
野
小
グ
ラ
ン
ド
整
地

等
五
千
七
百
八
十
五
万
。

　
●
中
学
通
学
バ
ス
委
託
四
百
二
万

五
千
、
●
教
材
購
入
百
六
十
三
万
、

●
川
中
グ
ラ
ン
ド
埋
立
て
等
二
百
五

十
万
、
●
成
人
式
関
係
四
十
三
万
九

千
。〔
災
害
復
旧
費
〕

　
●
農
林
水
産
施
設
災
害
復
旧
工
事

　
（
室
島
・
高
倉
・
中
仙
田
・
赤
谷
・

岩
瀬
・
大
白
倉
・
仁
田
）
九
百
八
十

二
万
二
千
、
●
同
町
費
小
規
模
災
害

復
旧
工
事
七
十
万
、
●
公
共
土
木
災

害
復
旧
工
事
（
藤
沢
）
二
千
八
百
六

十
七
万
四
千
、
●
同
町
費
小
規
模
災

害
復
旧
工
事
百
五
十
万
等
。
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一般会計予，算款別比較
．歳入

款
本年度予算額

　（柵）
前年度予算額
　（干円）

比　　　　較
△：減（千円）

構　成　比

　（％）
人口1人当り

　（円）
1．　町　　　　　　　税 145，450 131．04・2 14・，4・08 14．74 13，838

2　地　方　譲　与　税 6，000 4，700 1，300 0．61 571

3。　自動車取得税交付金 8，000 5，300 2，700 0．81 761

4．　地　方　交　付　税 4・1π000 332，442 84，558 ・4225 39，673

5．　交　通　安　全　対

　策　　　別　六・金 365 200 165 0．04 ’　　　　　35

6．分担金及び負担金 16，375 19，850 △3，475 1．66 1，558

7　使用料及び手数料 3，747 8，595 △4，848 α38 356

a　国　庫　支　出　金 109，555 109，041 514 11．10 10，423

9．県　　支　　出　　金 131，009 28，658 102，351 13．27 12，464

10。財　　産　　収　　入 15，166 13，987 1，179 1．54 1．4・4・3

11．寄　　　附　　　金 1，000 473 527 0．10 95

12．繰　　　入　　　金 2，000 2，000 0 0．20 190

13．繰　　　越　　　金 8，000 aOOO 0 0．81 761

14・諸　　　収　　　入 8，333 8，800
り

△　　467 α84 793

15．町　　　　　　　債 115，000 116，800 △1，800 11．65 10，941

歳　　入　　合　　計 98兀000 789，888 19ス112 100．OO 93，902

歳出

款
本年度予算額
　（干円）

前年度予算額
　（千円）

比　　　　較
△：減（柵）

構成比
　（％）

人口1人当り

　（円）
1．　議　　　会　　　費 20，265 15，831 4・，434 2．05 1，928

2．　総　　　務　　　費 14・6，793 180，325 △33，532 14．87 1執966

a　民　　　生　　　費 114，225 89，095 25，130 11．57 10，867

4．衛　　　生　　　費 53，985 4◎500 8，485 a47 5，136

5．　農林水産業費 178．4・86 71，999 106，487 18．08 16，981

6．　商　　　工　　　費 14，535 10，652 3，883 1．47 1，383

π　土　　　木　　　費 138，732 121，163 1π569 14．06 13，199

a　消　　　防　　　費 49，052 14，338 34，714 4．97 4，667

9　教　　　育　　　費 166．84・5 169，787 △　2，942 16．91 15，873

10．災　害　復　旧　費 45．4・97 16，125 29，372 4．61 4，329

11．公　　　債　　　費 49，585 47；073 2，512 δ03 4，717

12．予　　　備　　　費 9000 8，000 1，000 0．91 856

歳　　出　合　計 98π000 789，888 19π112 10（！00 93，902
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一
般
会
計
の
予
算
を
町
民
一
人
当
り

に
換
算
す
る
と
別
表
の
よ
う
に
な
り
ま

す
。
昭
和
四
十
五
年
か
ら
四
十
九
年
の

五
か
年
の
あ
い
だ
に
、
お
よ
そ
二
・
四

七
倍
と
ふ
く
れ
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

町民1人当り12万1干円の予算

も
ち
ろ
ん
、
人
口
の
増
減

や
、
お
金
の
価
値
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は

む
り
で
す
が
、
お
お
よ
そ

の
目
や
す
と
し
て
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
四
十
九
年
度
の

場
合
、
一
般
会
計
と
六
つ

の
特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た

一
人
当
り
の
予
算
は
、
十

二
万
一
千
円
と
な
り
ま
す

》
〃
》
婁
粘
《
《

起
債
の
な
か
み

　
起
債
は
、
地
方
債
や
町
債
と
言
わ
れ

い
わ
ば
町
の
借
金
で
す
。

　
四
十
八
年
度
末
で
の
町
の
借
金
は
、

三
億
九
千
五
百
万
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

新
年
度
に
は
、
さ
ら
に
一
億
一
千
五
百

万
借
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
合
計
で
は
五
億
一
千
万
の
多
額
に

の
ぼ
り
ま
す
。

　
借
金
は
、
事
業
実
施
に
際
し
て
、
そ

の
財
源
が
み
つ
か
ら
な
い
よ
う
な
場
合

国
や
県
の
金
（
み
な
さ
ん
が
積
立
て
の

国
民
年
金
、
簡
易
保
険
の
ほ
か
、
市
中

銀
行
、
民
間
資
金
な
ど
が
源
資
で
す
。
）

一
般
会
計
住
民
一
人
当
り
の
推
移

九
三
、
九
〇
二
円

を
長
期
的
に
借
受
け
る
も
の
で
、
当
然

元
金
及
ぴ
利
子
の
返
済
が
つ
き
ま
と
い

ま
す
。

四
十
九
年
中
に
返
済
予
定
の
元
金
は
、

二
千
三
百
三
十
九
万
七
千
円
、
利
子
は

二
千
六
百
十
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す

　
従
っ
て
、
む
や
み
に
借
り
ら
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
町
の
財
政
状

況
に
よ
り
限
度
が
決
め
ら
れ
、
い
ろ
い

ろ
な
面
で
の
制
約
も
あ
り
ま
す
。

　
参
考
ま
で
に
、
現
在
返
済
中
の
も
の

の
主
な
も
の
を
あ
げ
る
と
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
●
役
場
庁
舎
建
設
債
、
●
学
校
建
設

及
ぴ
教
育
施
設
整
備
債
、
●
町
道
整
備

事
業
債
、
●
除
雪
機
械
購
入
債
、
●
災

害
復
旧
事
業
債
、
●
老
人
憩
の
家
建
設

債
、
●
保
育
所
建
設
債
、
●
総
合
セ
ン

タ
ー
建
設
債
、
●
消
防
施
設
整
備
債
等

　
ま
た
、
四
十
九
年
度
新
規
借
入
れ
は

別
表
の
よ
う
な
も
の
に
使
わ
れ
ま
す
。

特

別

》
全
員
賛
成
、
予
算
議
会

会

十邑目

国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘
定
）

助
産
費
な
ど
を
引
上
げ

49

七
四
、
二
〇
九
円

侶

五
〇
、
九
七
一
円

47

四
一
、
六
六
二
円

46

三
八
、
〇
五
五
円

昭菊年

町の借金
1，150万円

　の内訳

10刀』

9万一

8万

7万

6万

5万

万
　
　
　
　
　
　
万

4
　
　
　
3
　
　
　
2
　
　
　
1

農林水産業関係3，450万
￥　　　　ノ．

　
　
　
　
万

＆
㈱

災害復旧関係

簾
，

係関青教 　
　
　
　
、

　
　
　
　
一
億
七
千
八
百
九
十
一
万
三

　
　
　
千
円
の
予
算
は
、
国
庫
支
出
金

　
　
　
一
億
五
百
三
十
二
万
一
千
円
を

　
　
　
柱
に
、
繰
入
金
の
一
千
三
百
万

　
　
　
円
の
ほ
か
は
、
み
な
さ
ん
か
ら

　
　
　
い
た
だ
く
保
険
料
に
よ
り
ま
か

　
　
　
な
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
医
療
費
の
増
こ
う
が
、
予
算

　
　
　
規
模
を
大
き
く
す
る
原
因
で
も

　
　
　
あ
り
ま
す
が
、
助
産
費
、
葬
祭

　
　
　
費
の
引
上
げ
、
さ
ら
に
高
額
医

　
　
　
療
費
も
七
月
か
ら
国
保
で
ま
か

な
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を

全
部
包
含
し
た
も
の
で
す
。
　
（
助
産
費

一
件
二
万
円
、
葬
祭
費
一
件
一
万
円
、

育
児
手
当
一
件
三
千
円
等
）

　
こ
れ
に
よ
り
、
一
世
帯
当
り
の
平
均

保
険
料
は
、
三
万
五
千
五
百
六
十
円
と

な
り
ま
す
。

　
高
福
祉
、
高
負
担
の
時
代
を
反
映
し

た
も
の
と
言
え
る
よ
う
で
す
。

　
歳
出
の
款
別
明
細
（
単
位
千
円
）

950厚

土木事業関係

　　　蝿

6，950万

∠
／

・
総
務
費

・
保
険
給
付
費

・
保
険
施
設
費

・
公
債
費

・
諸
支
出
金

・
積
立
金

・
予
備
費

　
　
　
合
計

一
q
二
〇
四

一
六
一
、
〇
一
一
八

　
六
、
一
六
九

　
　
　
四
〇

　
　
　
　
二

　
　
四
七
〇

　
　
一
、
O
O
O

一
七
八
、
九
一
三

国
保
（
施
設
勘
定
）

歯
科
診
会
計

・
仙
田
へ
ぎ
診

い
ず
れ
も
経
常
費
の
ス
ラ
イ
ド
が
主

　
事
業
勘
定
の
三
千
三
百
三
十
三
万
四

千
円
は
、
前
年
度
よ
り
三
・
二
一
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
医
療
費
の
改
定
に
と
も
な
い
、
診
療

収
入
の
伸
ぴ
を
期
待
し
て
増
額
と
な
っ

た
も
の
で
す
が
、
歳
出
で
は
、
経
常
経

費
全
体
の
伸
ぴ
と
い
う
か
た
ち
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
款
別
明
細
（
単
位
千
円
）

・
総
務
費
　
　
　
　
　
一
三
、
〇
三
〇

・
医
業
費
　
　
　
　
　
一
八
、
九
八
四

・
公
債
費
　
　
　
　
　
　
　
八
昌
O

・
予
備
費
　
　
　
　
　
五
〇
〇

　
　
　
　
合
計
　
　
三
三
、
三
三
四

　
仙
田
へ
き
地
出
張
診
療
所
会
計
は
、

七
百
九
十
三
万
六
千
円
で
、
前
年
比
十

六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
で
す
。

　
内
容
は
、
や
は
り
経
常
経
費
の
ス
ラ

イ
ド
に
よ
る
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
款
別
明
細
（
単
位
千
円
）

・
総
務
費
　
　
　
　
　
　
四
、
七
六
三

・
医
業
費
　
　
　
　
　
　
一
一
、
九
七
三
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・
公
債
費
　
　
　
　
　
一
〇
〇

・
予
備
費
　
　
　
　
　
一
〇
〇

　
　
　
　
　
合
計
　
　
七
、
九
三
六

　
ま
た
、
歯
科
診
療
所
会
計
は
、
一
千

二
百
十
万
九
千
円
で
、
二
十
八
・
六
八

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
ぴ
と
な
り
ま
し
た
。

診
療
用
機
械
器
具
整
備
費
と
し
て
、
六

十
二
万
七
千
円
を
見
積
っ
た
ほ
か
は
、

全
体
的
な
ア
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
の
款
別
明
細
（
単
位
千
円
）

・
総
務
費
　
　
　
　
　
　
九
、
一
昌
五

・
医
業
費
　
　
　
　
　
　
一
、
七
三
四

・
公
債
費
　
　
　
　
　
菰
O

・
予
備
費
　
　
　
　
　
　
一
、
昌
O
O

　
　
　
　
合
計
　
　
一
一
一
、
一
〇
九

農
業
共
済
会
計

損
害
防
止

さ
ら
に
充
実

　
生
産
調
整
や
、
ほ
場
整
備
な
ど
で
対

象
面
積
が
減
少
し
、
運
営
に
苦
し
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、
事
故
が
少
な
い
の
で

成
績
は
順
調
と
な
っ
て
い
ま
す
。
前
年

度
よ
り
二
百
十
五
万
八
千
円
の
増
で
、

四
千
二
百
七
十
五
万
一
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
災
害
が
少
な
い
の
で
毎
年
の
積
立
て

も
多
く
な
り
、
と
り
く
ず
し
て
損
害
防

止
機
具
な
ど
の
購
入
に
あ
て
て
い
ま
す

　
今
後
の
問
題
と
し
て
は
、
農
薬
の
保

管
庫
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
勘
定
区
分
別
明
細
（
単
位
千
円
）

水
道
事
業
会
計

・
農
作
物
共
済
勘
定

・
蚕
繭
共
済
勘
定

・
家
畜
共
済
勘
定

・
業
務
勘
定

　
　
　
　
合
計

二
六
、
九
九
六

　
≡
昌
七

一
、
一
＝
八

一
四
、
一
一
〇
〇

四
一
一
、
七
孟
一

　
　
千
手
・
上
野
を

　
　
上
水
道
に

　
町
の
水
道
普
及
率
は
、
新
年
度
に
上

野
地
区
が
終
了
す
る
と
約
七
十
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
ま
す
。

　新年度から

は
、
千
手
・
上
野
地
区

を
一
本
に
し
、
上
水
道
と
し
て
企
業
会

計
を
採
用
し
、
独
立
採
算
制
を
と
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
上
水
道
会
計
は
、
収
入
が
事
業
収
入

（
一
千
二
十
万
円
）
と
資
本
的
収
入
（

六
千
百
五
十
万
）
に
分
か
れ
、
支
出
も

事
業
費
用
（
一
千
十
四
万
六
千
円
）
と

資
本
的
支
出
（
六
千
四
百
六
十
五
万
二

千
円
）
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

収
入
、
支
出
の
差
額
に
つ
い
て
は
、
損

益
勘
定
留
保
資
金
及
ぴ
利
益
剰
余
金
に

よ
り
採
算
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
　
す
で
に
布
設
さ
れ
た
部
分
の
維
持
管

理
の
ほ
か
、
上
野
地
区
の
水
道
工
事
費

を
計
上
し
た
予
算
で
す
。

　
一
方
、
簡
易
水
道
事
業
は
、
九
百
九

十
六
万
九
千
円
で
、
中
仙
田
及
ぴ
橘
の

一
部
の
水
道
維
持
管
理
を
行
な
う
予
定

の
も
の
で
す
。

　
歳
出
の
款
別
明
細
（
単
位
千
円
）

・
総
務
費

●
維
持
管
理
費

・
公
債
費

・
予
備
費

合
計

二
、
誠
九
流

二
、
六
一
三

四
、
七
璽

　
　
一
一

九
、
九
六
九

得
が
た
い
水
資
源
を

大
切
に
使
い
ま
し
よ
う

役場機構図長町

49．4．1

助
役

収
入
役

総
務
課

庶
務
係

文
書
係

企
画
室

教
育
委
員
会

住
民
係

交
通
安
全
対
策
指
導
係

兼
車
輌
係

　
橘
出
張
所
・
上
野
連
絡
所

　
仙
田
出
張
所

財
政
係

産
業
課

企
画
係

教
育
長

広
報
係

農
政
係

農
林
係

税
務
課

商
工
観
光
係

農
業
共
済
係

税
務
第
一
係

社
会
課

税
務
第
二
係

援
護
係

1
年
金
係

　
千
手
保
育
園

南
原
保
育
園

上
野
保
育
園

橘
保
育
園

出
納
係

庶
　
務
　
課

学
校
教
育
課

社
会
教
育
課

公
　
民
　
館

川
西
幼
稚
園

社
会
体
育
係

触

建
設
課

土
木
第
一
係

土
木
第
二
係

水
道
係

保
険
課

国調
査
課

保
険
係

健
　
康

管
理
室

国
土
調
査
係

医
務
係

衛
生
係

十
日
町
市
・
川
西
町

衛
生
施
設
組
合

総
合
開
発
セ
ン
タ
i

千
手
診
療
所

水
道
企
業

仙
田
へ
き
地

出
張
診
療
所

歯
科
診
療
所

副
収
入
役

企
　
業

管
理
者

企
業
室

議
会

農
業
委
員
会

事
務
局

農
地
係

広
域
消
防
十
日
町
消
防
署

川
西
分
遣
所

水
道
係

財
務
係

ぜ




